
◆
代
表
作
『
近
世
日
本
国
民
史
』

　
徳
富
蘇
峰
が
著
し
た
『
近
世
日
本
国
民
史
』
は
、
織
田
信

長
の
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
を
描
い
た
通
史
書
で
す
。
山

王
草
堂
で
過
ご
し
た
日
々
は
、
本
作
の
執
筆
を
中
心
と
し
て

営
ま
れ
ま
し
た
。

　
蘇
峰
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
五
十
六
歳
の
時
に
起
稿
し
、

三
十
四
年
と
い
う
歳
月
を
か
け
て
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九

五
二
）
九
十
歳
に
し
て
執
筆
を
終
え
ま
し
た
。
全
百
巻
の
歴

史
書
は
、
一
一
，
七
八
一
回
の
連
作
で
、
原
稿
用
紙
約
十
七

万
枚
を
超
え
る
大
作
と
な
り
ま
し
た
。
蘇
峰
は
明
治
天
皇
の

崩
御
を
契
機
と
し
て
、
明
治
と
い
う
時
代
を
後
世
の
た
め
に

書
き
残
す
た
め
、
本
作
の
制
作
に
至
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
蘇
峰
の
独
力
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
原
稿
を
完
成
し

た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
作
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
献
は
、
各
時
代
の
基
本
史
料

だ
け
で
は
な
く
、
蘇
峰
が
独
自
に
蒐
集
し
た
貴
重
な
古
文
書
・

古
典
籍
や
、
蘇
峰
が
実
際
に
見
聞
き
し
た
話
に
至
る
ま
で
、

実
に
お
び
た
だ
し
い
史
料
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
王
草
堂
記
念
館
内
で
展
示
し
て
い
る
本
作
の
原
稿
は
、

第
九
十
八
巻

の
途
中
か
ら

第
百
巻
ま
で

の
二
巻
半
を

除
き
、
そ
の

全
て
が
蘇
峰

直
筆
の
も
の

で
す
。

１．展示内容のリニューアル
　平成 29 年度中に現在の展示を部分的に更新する予定です。新たな
テーマは、「徳富蘇峰と大森山王」（仮称）で、蘇峰が当地で過ごした
時代を振り返りながら、彼の日々の営みを中心に取り上げるつもりで
す。蘇峰はどのような暮らしを営んでいたのか―。是非、ご期待いた
だければと思います。
２．学芸員による展示解説
　展示のリニューアルに伴い、担当学芸員が展示内容についての解説
を実施する予定です。施設や公園についての案内も企画しています。
※解説日の日時などが決まりましたら、別途告知します。
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は
じ
め
に

　

徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
〜
一
九
五
七
）
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
を

生
き
、
多
方
面
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
で
最
初
の
総
合

雑
誌
『
国
民
之
友
』
や
日
刊
紙
『
国
民
新
聞
』
を
創
刊
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
の
顔
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
五
十
六
歳
の
時
か
ら
三
十
四

年
間
を
か
け
て
『
近
世
日
本
国
民
史
』
全
百
巻
を
執
筆
し
た
歴
史
家
と
し
て

の
顔
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
・
経
済
・
文
学
・
芸
術
な
ど
の
世
界

で
名
声
を
得
た
人
々
と
の
交
流
が
あ
り
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
蘇
峰
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
故
郷
の
熊
本
か
ら
上
京
す

る
と
、
赤
坂
の
勝
海
舟
邸
の
借
家
、
青
山
に
建
て
た
青
山
草
堂
と
住
ま
い
を

変
え
た
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
十
二
月
、
蘇
峰
は
『
国
民
新
聞
』
一
万

号
記
念
事
業
と
し
て
設
立
し
た
国
民
教
育
奨
励
会
の
文
化
施
設
「
青
山
会
館
」

の
建
設
計
画
を
発
表
す
る
と
、
会
館
建
設
の
た
め
に
青
山
草
堂
の
土
地
を
提

供
し
た
の
で
あ
る
。

　

蘇
峰
が
山
王
に
住
居
を
構
え
た
の
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
一

月
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
い
た
青
山
の
邸
宅
を
引
き
払
っ
た
頃
で

あ
る
。
当
時
は
山
王
草
堂
の
建
設
予
定
地
内
で
仮
住
い
を
し
て
い
た
が
、
大

正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
五
月
に
は
同
敷
地
に
邸
宅
を
落
成
し
、
新
た
な
生

活
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

一
　
蘇
峰
が
転
居
し
た
頃
の
山
王

　

山
王
が
あ
っ
た
入
新
井
町
に
大
森
駅
が
開
設
し
た
の
は
、
明
治
九
年
（
一

八
七
六
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
は
農
家
が
暮
ら
す
農
村
で
あ
っ
た
が
、

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
東
海
道
線
が
全
通
す
る
と
、
山
王
台
地
に

住
宅
や
別
荘
を
建
て
、
東
京
か
ら
移
り
住
む
政
治
家
・
実
業
家
・
高
級
官
吏
・

高
級
将
校
な
ど
が
増
え
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

に
は
遊
園
地
の
大
森
八
景
園
が
開
業
さ
れ
、
明
治
二
十
年
代
に
は
大
森
の
八

幡
海
水
浴
場
や
森
ケ
崎
鉱
泉
が
開
発
さ
れ
る
と
、
山
王
と
そ
の
周
辺
地
は
東

京
近
郊
の
行
楽
地
・
保
養
地
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
新
井
宿
耕
地
整
理
組
合
が
結
成
さ
れ
、
当
地
が

優
良
耕
地
へ
と
改
良
さ
れ
て
い
き
、
山
王
台
地
も
そ
の
間
に
お
い
て
耕
地
整

理
が
進
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
下
、
高
台
に
あ
っ
て
眺
望
の
利
く
山
王
は
、
高
級
住

宅
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
、
大
正
時
代
以
降
に
多
く
の
政
財
界
人

や
文
化
人
が
住
ま
い
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蘇
峰
も
前
述
し
た
周
囲
の

環
境
を
考
慮
し
て
、
山
王
の
土
地
を
選
ん
だ
人
々
の
中
の
一
人
だ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

二
　
山
王
草
堂
の
建
設
経
緯

　

山
王
草
堂
の
土
地
は
、
蘇
峰
が
明
治
三
十
年
代
に
新
聞
の
売
地
の
広
告
か

ら
、
父
の
徳
富
淇
水
の
保
養
や
隠
居
の
た
め
に
購
入
し
た
土
地
だ
っ
た
と
い

う
（
注
１
）。
こ
の
土
地
は
東
西
に
長
く
、
南
北
に
狭
く
、
小
丘
が
あ
っ
て

起
伏
が
あ
り
、東
方
に
山
王
高
台
一
帯
の
松
林
を
望
ん
だ
（
並
木
仙
太
郎
『
蘇

峰
先
生
の
日
常
』）。

　

と
こ
ろ
で
、
後
に
「
成
簣
堂
文
庫
」
と
名
付
け
ら
れ
た
書
庫
（
地
下
一
階
・

地
上
三
階
）
は
、
山
王
草
堂
の
建
設
の
前
に
着
工
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

蘇
峰
は
「
書
籍
は
既
に
そ
の
と
こ
ろ
を
得
た
か
ら
、
予
の
一
身
だ
け
は
、
と

も
か
く
も
、
家
族
と
と
も
に
新
築
す
る
家
の
傍
ら
な
る
仮
寓
に
托
す
る
も
、

差
支
え
無
し
と
考
え
て
い
た
」
の
で
、
建
設
中
の
邸
宅
の
脇
に
仮
住
ま
い
す

る
こ
と
を
決
め
た（
徳
富
猪
一
郎『
蘇
峰
自
伝
』）。
し
か
し
、大
正
十
二
年（
一

九
二
三
）
九
月
一
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
の
影
響
か
ら
、「
地
震
後
の

こ
と
と
て
材
料
も
乏
し
く
、
工
員
も
少
く
、
工
事
は
思
ふ
通
り
に
は
捗
ら
な

か
つ
た
」
た
め
、
山
王

草
堂
は
地
震
後
八
〜
九

か
月
が
経
っ
て
か
ら
完

成
に
至
る
の
で
あ
っ
た

（
晩
晴
草
堂
同
人
編
『
徳

富
静
子
』）。

　

屋
敷
の
建
築
に
は
、

青
山
の
旧
宅
の
部
材
が

多
く
使
わ
れ
た
。
玄
関

や
応
接
室
は
青
山
草
堂

の
ま
ま
で
、
蘇
峰
の
書

斎
の
二
室
は
青
山
草
堂

に
お
け
る
父
の
淇
水
の

部
屋
を
転
用
し
た
。
つ

ま
り
、
山
王
草
堂
は
、

新
旧
の
部
材
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
建
築
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
階
上

階
下
の
廊
下
は
蘇
峰
の
書
斎
を
補
完
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
特
に
階
下
の

方
は
書
物
の
虫
干
し
の
適
所
に
も
な
っ
た
（
前
掲
『
蘇
峰
先
生
の
日
常
』）。

　

そ
の
他
、
敷
地
内
に
は
、
蘇
峰
が
蒐
集
し
た
書
物
類
を
収
蔵
す
る
「
成
簣

堂
文
庫
」、
仮
住
ま
い
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
「
一
枝
庵
」、
蘇
峰
の
次
男
の

萬
熊
が
集
め
た
遺
物
な
ど
を
保
管
す
る
「
牛
後
庵
」
が
建
て
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
蘇
峰
と
そ
の
家
族
に
よ
る
山
王
草
堂
で
の
生
活
は
始
ま
っ
た
。

蘇
峰
は
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
六
月
に
熱
海
の
晩
晴
草
堂
へ
転
居
す
る

ま
で
、
山
王
草
堂
を
中
心
に
精
力
的
な
言
論
活
動
や
執
筆
活
動
を
行
っ
た
。

管
見
の
限
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
約
二
十
年
間
で
初
版
本
を
一
六
〇
冊
以
上

も
刊
行
す
る
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
蘇
峰
の
代
表
作
で
あ

る
『
近
世
日
本
国
民
史
』
は
山
王
草
堂
時
代
に
第
十
一
巻
か
ら
第
七
十
巻
ま

で
を
発
刊
し
、
こ
の
数
は
全
百
巻
の
半
分
以
上
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
た
。

山
王
草
堂
で
の
創
作
活
動
は
、
蘇
峰
が
名
実
と
も
に
充
実
し
た
時
期
だ
っ
た

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
１
）『
蘇
峰
先
生
の
日
常
』
に
は
、「
明
治
三
十
二
年
頃
、
蘇
峰
先
生
が
不
図
東
京
毎

日
新
聞
の
案
内
欄
に
て
売
地
の
あ
る
の
を
見
、
淇
水
先
生
の
山
林
逍
遥
の
為
め
に
、
買

取
ら
れ
た
千
三
百
餘
坪
の
雑
木
林
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
山
王
草
堂

の
蘇
峰
先
生
」
に
は
「
こ
こ
は
明
治
三
十
七
、
八
年
こ
ろ
、
父
君
淇
水
翁
の
隠
居
所
と

し
て
然
る
べ
き
土
地
を
物
色
中
、
国
民
新
聞
に
広
告
と
し
て
持
ち
こ
ま
れ
た
土
地
の
売

物
を
門
下
生
の
松
岡
彦
野
氏
（
こ
の
人
は
徳
富
家
の
執
事
と
し
て
一
生
を
終
つ
た
）
に

検
分
さ
せ
、
買
入
れ
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
」
と
あ
る
。
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参
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献
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宅
編
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岡
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追
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史
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史
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月
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